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Latent TGF-β binding protein 4（以下LTBP-4）は弾性線維構成成分のひとつで、弾性線維形
成に必須の分子である。細胞から分泌されたトロポエラスチンをミクロフィブリル上に











ンジ、③LTBP-4 を添加したスポンジ、④線維芽細胞の播種および LTBP-4 を添加した
スポンジ、の 4 群に分け、これらを免疫不全マウスに移植し、３週間後にサンプリン




ヒト線維芽細胞の 3 次元培養による弾性線維の形成は、平均孔径 25μm、120℃熱架
橋のコラーゲンスポンジにおいて最も良好であった。同スポンジを用いたヒト線維芽




意に多かった。次に、LTBP-4 を培養開始時に 1 回のみ添加した群と、開始時および 7
日毎に添加した群で比較した。両群とも、LTBP-4 非添加群より有意に弾性線維沈着量
が多かったが、LTBP-4 の添加回数による沈着量の差はなかった。以上より、培養開始




















Latent TGF-β binding protein 4（以下LTBP-4）は弾性線維形成に必須の分子であり、2 次元
培養において容量依存的に弾性線維形成を促進することが知られている。本研究では
人工真皮（ペルナック®）のコラーゲンスポンジを、弾性線維再生に有利となるよう改





を用いて LTBP-4 の作用を検討した。その結果、LTBP-4 は in vitro、in vivo の両方
で弾性線維再生促進作用を有し、厚みのある弾性線維含有組織が再生された。 
この方法は、皮膚等、弾性線維を含有する組織の人工材料として応用が期待できる
と同時に、弾性線維が 3 次元的に構築されるメカニズムの解明に役立つ可能性がある。 
以上の研究は弾性線維を含有する生体組織の再生や新たな人工材料の開発に寄与するところが
多い。 
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